
1．　東海地方の地殻活動

　東海地方がＭ8級の大地震の起こる可能性のある所として，地震予知連絡会において特定地

域に指定されたのが1969年であり，さらに1974年には観測強化地域に指定された。1978年には

「大規模地震対策特別措置法」が公布，施行され，東海地方は同法が適用される地震対策強化地

域に指定された。

　東海地域で大地震の発生の可能性が指摘された根拠は，（1）この地域がフィリピン海プレート

の北西方向の運動によって押され続け，長期にわたってそれが解放されていないこと，（2）駿河

トラフからの北西側へのフィリピン海プレートのもぐり込み運動を示唆する駿河湾西岸の沈降が

進行していること,（3）歴史資料によると，駿河トラフ，南海トラフに沿ってＭ8級の大地震が

100年～150年の間隔でほぼ規則的に繰り返し起っており，1854年の安政の大地震以後，今世紀に

入って1944年の東南海地震，1946年の南海道地震が起ったが，浜名湖より東の部分が未破壊のま

ま残っていると考えられることである。観測・測量はこの地域とその周辺について重点的に行わ

れている。広域にわたる地震活動，地殻変動，地下構造などについては第一部において述べられ

ているので，ここでは主として時間的な変化について述べる。

　図Ⅱ－1－1～図Ⅱ－1－6に，この地域の地盤の上下変動を示す。図Ⅱ一1－1は頻繁に繰

り返し実施されている掛川～御前崎間の水準測量の結果である。掛川を基準とすると，御前崎は

明瞭な年周変化を示しながら，年間5mm程度の割合で沈降を続けている。年周変化を取り除いた

曲線を見ると，1992年以降に沈降の鈍化が見られ注目されるが，1986年ころにも類似の変化が認

められる。基準とした掛川が変動している可能性があるので，駿河湾奥の安定していると見られ

る内浦を基準とした駿河湾沿いの水準測量を行い，各地点の変動を求めたのが図Ⅱ－1－4であ

る。それによると，御前崎は単調に沈降しており，最近の沈降速度の減少は見られない。もっと

も，測量距離が長いことによる誤差も考慮しなければならないが，水準測量と独立に求められた

内浦と御前崎の潮位差曲線もほぼ同様な直線的変動を示している（図Ⅱ－1－4の右下の図）。

　静岡から御前崎，浜名湖に至る水準路線網についてもくり返し測量を実施しているが，長期的

に駿河湾沿岸が沈降し，浜名湖が隆起するという東下がりの傾動が続いている（図Ⅱ－1－5）。

但し，この地域が一枚板として変動しているのではなく，時間的，空間的に複雑なパターンを示

しながら変動していることが明らかになっている（図Ⅱ－1－6）。

　なお，潮位のデータに基づいた加藤・津村方式による地盤変動グラフ（図Ⅰ－2一9）から19

78年～1993年間の駿河湾沿岸の各検潮所の年間の沈降速度を見積もると，内浦はほぼ不動，清水

は5㎜，焼津は8mm，御前崎は9㎜，伊豆半島西岸の田子は5㎜となる。

　図Ⅱ－1－7から図Ⅱ－1一12にこの地域の水平変動を示すが，上下変動に比較して，測定資

料が少なく，詳細な時間的変化は十分捉えられていない。最近10年間，駿河湾を挟む東西方向の

距離が年間1cm程度の割合で縮んでいる。内陸部で繰り返し実施している光波測量によると，ゆ

　らぎを示しながら北西方向の距離の短縮が進んでいることが明らかになっている（図Ⅱ－1－10，

図Ⅱ－1－12）。1993年からGPS連続観測が開始されたので，今後，水平変動の時間的変化につ

いても，さらに有効な情報が得られると思われる（図Ⅱ－1－11）。図Ⅱ一1－13～図Ⅱ－1－

　14は東海地方に展開されている埋め込み式体積歪計の最近の観測結果である。短期的な変化を見
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るために，長期的なトレンドを除いたものを示している。静岡観測点に見られるように，観測井

が浅いために降雨などによる地下水の影響を強く受ける場合がある。現在，歪計の更新にあたっ

ては井戸の深さを深くして，できるだけこのような影響を避けるようにしている。観測開始以来，

東海地域（伊豆半島を除く）では地震の前触れと見られるような変化は観測されていない。

　図Ⅱ－1－15は東海地域における重力の時間的変化で，掛川を基準とした変化を示したもので

ある。御前崎（OMZGS）の重力値が右上がりに増大しているが，これは御前崎の地盤の沈降と調

和する結果である。

　図Ⅱ－1－16から図Ⅱ－1－22は東海地域の地震活動の時間的変化を示したものである。Ｍ

4クラス以上の地震に注目すると近年駿河トラフ沿いの活動が静穏であり（図Ⅱ－1－16），こ

の静穏な地域の周辺部でＭ６クラスの大きい地震が多発している（図Ⅱ一1－17）。このような

地震活動の変化は1974年の伊豆半島沖地震の頃に始まって今日に至っている（図Ⅱ－1－17）。

　図Ⅱ一1－19から図Ⅱ－1－21は最近10年間に東海地震の「想定震源域」とその東側及び西側

領域に起ったＭ3以上の地震の発生状況を示したものである。「想定震源域」内の活動はほぼ

定常的に続いているが，1988年から1989年にかけての約1年間Ｍ3以上の地震が全く発生しな

い静穏な時期があって注目をひいた。

　図Ⅱ一1－22に駿河湾内及びその沿岸部で起った珍しい地震活動の2例を示す。（a）では1983

年に起った駿河トラフ沿いの小地震の南から北への移動が明瞭に認められる。この北への移動は，

石廊崎断層を通る北西一南東の構造線に達するとＭ4.0を含む地震群が起って一旦停止するが，

しばらくしてその延長上の富士山麓でＭ4.7の地震が発生した（名古屋大学のデータによる）。

（b）では，1993年8月に静岡付近のごく浅い所でＭ4.2を含む地震群が発生したが，それに引き

続いて（a）の場合とほぼ同じ富士山麓の所でＭ3.2の地震が発生した。富士山麓のこの地域では，

この10年間，Ｍ3以上のほかの地震は起っていない。

　「東海地震」の想定震源域がはじめて提唱されてから十数年になるが，その後，微小地震や地

殻変動の観測や海底地形の調査などの資料が蓄積され，これらのデータに基づく再検討が試みら

れている。図Ⅱ一1－23は微小地震の分布状態に注目して東海地震の震源域の推定を試みたもの

である。

　東海地域では，地磁気，地電流の観測，測定が行われているが，図Ⅱ－1－24は最近の地磁気

連続観測の結果である。特に異常と認められる変化は見られない。

　1946年の南海道地震の前には井戸や温泉の異常があったことが報告されている。東海地域にお

いても，地下水の水位，ラドン濃度，自噴量の変化の連続観測を実施している。　（図Ⅱー1－25

～図Ⅱ－ 1－26）。これまで特筆すべき変化は観測されていない。

　図Ⅱ －1－27に現在東海地方及びその周辺に展開している各種観測点の分布を示す。これらの

データはテレメータにより，東京の気象庁に集められ，記録されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[茂木清夫］
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　197U972！973、97“9751975197ハ97馴979、9巳O、9m、9B21963、9B4、9B5、965、9B7196已、冊9、990、99、、9921993、9躰
　rIIII”1”rlrI lllllllHliI，IIllm』IlrllロII霧i“i IIIIllIllllIllll

I
IIltlI IlllIIll［llIllllIIIllmli”IIllllillIllI［IllllIllllrI”IIIIIII”llltI川IIIIlll［III””IIIrI”IIIrlrrI

IIIIII”

tIIIIIIIIIIIIIIIIIIllI”IIIlllIl”IllII”llr【IIIII星llIlllI”llIIIllllIIIlllllIllIIIllIIII【IIIIIIl

　　　達　　摩　　山　　一愛　鷹　　山

『127・2km　　　　　　　　　l
ll33・2旋m

19711972円73191暇975197519771978円19円8G198口9821983198419B519B51987198819a91990199119921993199尋
lI

III川IIIIIII聖lr［llIIII川II朋lil』IIII lIllIIII”lll鵬IllFlll川III川IIIllIllll川1！IIIllI川11111”IIIIrIlrIllllIIlllIIIiIllI”III”III”川
IIIIII川［1”聖1［ll旧1””rtIIIIIIII”lrIII”III［IIIllIII”1”il聞llI師llI耳IIllIIIIIII［rlIEI』川IllIIII”II［llIIIII”III睡IilIIIIIIIIIll

　封　松　　村　　一坂　部　村

　　　達簿山一岩科村1：』…

］

ロ

』：F

　坂部村一岩科村
53．5k　m

ロ

　達　摩　山　一村　松　酎
33，8k　m

む
二1：1

　御　　前　　鳩　　一岩科村（偏）

51．9k　m

　　　達　摩　山　一坂　部　村1［51・7km ］

lo［52・7km
御

　村　松　村　　一愛　鷹　山
39．7k　m

前崎一岩科村

卜o

“
ド
【 ∴［

］

］

oom
『，。1

　御　前　麓　　一坂　部　村
18．5k　m

ヨ，1

　村松村一岩科村
ヰo．7k囎

ll 　上野巳新田　一雷　巻　山
27k　m

］

］

図Ⅱ－1－8　駿河湾精密辺長測量結果（2）：辺長の経年変化。達摩山一村松村，

　　村松村一岩科村等の駿河湾をまたぐ辺は1988年頃まで縮み続けていたが，以

　　降変化が停滞している。達摩山一岩科村の1973年から1976年の間の大きな伸

　　びは1974年伊豆半島沖地震によるものである（国土地理院による）。

位　置　図

　　上野巳新田

御前崎

村松村

愛鷹山

達摩山

岩科村



1
卜Q

“Nl

TOK合1／1988－1974

串
又

＼

チ

　　　　　矢　　　＼　↓

　　　x　　　＼
＼　　　そ　＼
　〆　　　　メ

〆

＼

、

ノ
　　　＼x

十

で

と

ぺ

＼

邪

況

＼

＼

×
契

　子

申　　　　－、　　／
　キ

　　　　　〆
　　　　　　　　　　　北　　　≠
　　　　　　　　　　　　　　〉く　’

耳　＼　＼〉て＼

　　　　　驚　　　　　　　＼　　　メ
1　　　　　　　十・
㍗　　　　　　　　　　　メ
　、　　　　　　　　’乳　　　　　　　　　、
　　　　転

メ

モ
繁　　　申

　　〆
＼　　　訴

＼

十
聖

〆

ノ

≧

、

0 20km
＼ 5》d．OE－6

－EXT．
一co魏了。

（a）歪主軸の分布

図Ⅱ－1－9　東海地方の一次基準点測量結果：1974～'77（一次網1回目）－1986～'88（一次網3回目）。ほぼ全域

　　で北西－南東ないしは西北西－南東方向の縮みの場になっているが，特に浜名湖から東北東にやや大きな歪が集

　　中するところが見られる。



s蓬醸ノ舞麗一露讐

ぎ

！

　　　　　　　　　　　　　　　　（b）最大せん断歪の分布

　　醗し爵蓄農Y羅髄〆簸ξ曝一懲74

ゲ『

亙L盤遺

　　織睡

　　逗。o
　　つ　　　　　　　ロ

　　ト1”　　－　　一　　　　鵯

　　4。な
　　　一暮

》

　〆甲1。L＿」

、ノ

．婁

（c）面積歪の分布（国土地理院による）

　　　　図Ⅱ－1－9　つづき

　　　　　　　一243一



辺長の経年変化 水　平　歪・辺長変化

1974　76　　78　　80　　82　　8ヰ　　86　　88　　90　　92 1993．12－1974．ヰ

1Com

o

日0
10

o

一10
10

0

一10

坂部村一高草山

坂部村一御前崎

坂部村一横　岡

・予等乗　　　　。一　』梱・、！、鐸尾　｝曜．

》，位．響ヅ，窟草論ア

潔∴露、．〆

町＼
！／副

　砺部村

　6』〔一3）、c。

　　　丁
　　　邑

御前綺

単位　cm

（）△s／S単位10－5

1×10－6

函鯛主軸

数値　最大せん断歪　10略

（）面積変化率　10層5

図Ⅱ－1－10　御前崎精密辺長測量結果。南北ないし北北西－南南東方向の縮みが見られ，この

　　地域の広域歪場と調和する（国土地理院による）。

一244一



御前崎一戸田

位置図

焼≠

ロ前的

戸田

南伊

65707．42

65707．40

6570738

65707．36

6570734

遺ヤ、つ・●　～

1二僚・

．麗・・．熔㍉！厨、
　　　　　　　’Y．》・。イ
　　　　　　　　　、　　博弓ぜ。

3、05　　4．04　　5、04　　6．03　　7．03　　802　　9．ol　　lOOl　田31　iL30　1230　　129　　2．28　　3．30　　4．29

榔口崎一雨伊百

52040・86七’噛

520・io8

52040，82　■

5204080．

52040，78

～一6

　、卜！．。

～ ．函．♪一漉翔～ヤ・》」噸～．．

3．05　4G4　5．04　ら．03　7．05　8．02　昏．Oi　lo．o！　LO．田　塞L30　12．30　上．29　2－23　3・30　4・箆

砲雪前崎一焼津

2マ鴨7．5

2793了、5

27り375G．3

27駐37．48

27937．46

27肌4も．05

轟孫、’ヤ

ゆ・、　曹’

　　　》．
’噸評燕｝も箪吋航壷諦糠簾ら

4．04　5．O．1　6．03　7．03　8．02　9．Ol　IO．Ol　lO．31　U，30　12．30　L29　228　3・30　4・29

焼津一戸田
43a37・00…

43835．98

‘3836、95

43836．94

438コ5，92

43836・9亀，

i』・炉

、・． 　！ひ煮・
o
ノ
．

ゾ　　　’や

・’　　・ 、ぐ．メ）浩確～硬楓
　　　　　　　　　　　もヨ　　　　　ず　し
　　　　　　　　　　　　　　2“6マ剛協

05 4．04　5．04　6．03　7．03　8．02　駐．m　lO，Ol　lO．31　旧0　12・30　L29　2・28 3、30　　4．29

焼津一南伊豆

453Lマ．94

45317，92

453口．90

4531了．88

45317B6

．f」4　　　～

♪．，、イ鞍・弊麹粋●。≧斗，㌧

　　　　　　　　　　　　　’．げ『　ザハ鮎

305　4．0、1　5．04　5．03　7．03　8．02　901　1001　10 31　皇L睾O　I2，30　L29　2・28　3・亀0　4・29

南伊豆‘戸田

33505．82

33505BO

33505、78

3350575

3350574

　、
’
・ v 、1’ 砕。～ゆ！・曙ぐ”・ヘピ瞬磁

3．05　40、1　504　6 03　703　802　90！　1001　1D．31　1L30　12・30　1．29　228　3．30　4．2馨

図Ⅱ－1－11駿河湾GPS連続観測結果。最近，駿河湾を横断するGPS観測を開始した。この

　　図は，1993年3月から1年間の観測結果であるが，途中11月に受信機の交換を行っており，

　　データの連続性については問題がある。戸田と御前崎，焼津間の縮みが目立つが，さらに長

　　期にわたる観測データが必要である（国土地理院による）。

一245一



爬
“o

図Ⅱ－１－12　三ヶ根－蔵王・粟ヶ岳～女神基線における基線長の時間変化。両基線では1978年以降，年数回，光波測
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図Ⅱ－1－24　東海地方における電磁気観測。東海地方における地磁気観測点（HRN：春野，

　SHN：篠坂，TAW：俵峰，SAG：相良），と八ヶ岳地磁気観測所（東大地震研）を基準
　　とした各観測点における全磁力変化。ただし，データは夜間値の5日平均値を示し，1目盛

　　りは2nTである。急激な変化は外部地磁気変化による見かけ上のもの，長期的変化は地磁

　　気永年変化による見かけ上のものであり，特に異常を示しているわけではない。また，ステ

　　ップ上のデータのとびは人工擾乱によるものである。
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図Ⅱ－1－25東海地方の地下水観測（東京大学理学部による）。RYO（竜洋），YSD（吉田）

　　における地下水位の長期変化（1984年1月～1993年9月）。
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図Ⅱ－１－25（つづき）　RYO（竜洋），YSD（吉田），OMZ（御前崎）における地下水中の

　　ラドン濃度の長期変化（1984年1月～1993年9月）
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図Ⅱ－1－26　東海地方の地下水観測（地質調査所による）。
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（a）榛原観測井の水位の長期変動。細線が観測した水位で，太線が気圧・潮汐・降雨補正後の水

　　位。なお，1993年4月に観測井を洗浄したため水位が低下した。地質調査所（1994）に最近ま

　　でのデータを追加。
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（b）御前崎観測井の自噴量の長期変動。細線が観測した自噴量で，太線が気圧補正後の水位。地

　　質調査所（1994）に最近までのデータを追加。
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（c）浜岡観測井の水位の長期変動。細線が観測した水位で，太線が気圧・潮汐・降雨補正後の水

　　位。地質調査所（1994）に最近までのデータを追加。
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（d）浜岡観測井の水位（生データ）と水準点2595の変動（丸印）との比較。両者は長期的には逆

　　の相関を示し，短期的には正の相関を示す。地質調査所（1994）に最近までのデータを追加。

　　　　　　　　　　　　　　　図Ⅱ－1－26つづき
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